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五
臺
山
佛
光
寺
の
唐
代
の
経
幢
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弘

序

　

五
臺
山
佛
光
寺
は
山
西
省
忻
州
市
五
臺
県
に
あ
り
、
臺
懐
鎮
を
中
心
と
す
る
五
臺
山
風
景
名
勝
区
か
ら
東
南
に
外
れ
た
場
所
に
位
置

す
る
。
五
臺
山
で
も
有
数
の
古
刹
で
あ
り
、
大
中
十
一
年
（
八
五
七
）
に
竣
工
し
た
東
大
殿
は
、
現
存
す
る
数
少
な
い
唐
代
に
建
立
さ

れ
た
木
造
建
築
の
一
つ
で
あ
）
1
（
る
。

　

佛
光
寺
に
は
数
多
く
の
石
刻
が
残
さ
れ
て
お
り
、
史
料
と
し
て
極
め
て
貴
重
で
あ
る
。
本
稿
で
は
二
点
残
さ
れ
て
い
る
唐
代
の
経
幢

を
取
り
上
げ
、
唐
代
末
期
の
五
臺
山
に
お
け
る
仏
教
の
状
況
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

　

唐
代
後
半
期
の
藩
鎮
体
制
下
、
各
地
域
に
お
い
て
仏
教
は
、
節
度
使
に
よ
る
援
助
や
節
度
使
と
僧
の
交
遊
な
ど
、
藩
鎮
勢
力
の
影
響

を
強
く
受
け
て
い
る
例
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
地
域
ご
と
の
特
色
が
見
ら
れ
た
り
も
す
る
。
私
は
河
北
地
域
の
幽

州
節
度
使
と
仏
教
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
当
該
地
域
で
は
會
昌
の
廃
仏
の
影
響
が
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る

な
ど
、
独
自
の
展
開
が
見
ら
れ
）
2
（
た
。
本
稿
で
は
、
山
西
地
域
の
藩
鎮
勢
力
と
五
臺
山
仏
教
の
関
係
に
つ
い
て
、
経
幢
の
建
立
に
か
か
わ
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っ
た
人
物
を
通
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

も
う
一
点
、
考
え
て
み
た
い
の
は
、
會
昌
の
廃
仏
と
そ
こ
か
ら
の
復
興
に
つ
い
て
で
あ
る
。
唐
朝
第
十
五
代
皇
帝
武
宗
（
在
位
：
八

四
〇
〜
八
四
六
）
に
よ
る
廃
仏
は
仏
教
界
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
と
さ
れ
る
が
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
地
域
に
よ
り
そ
の
影
響
に

は
差
が
見
ら
れ
、
よ
り
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
二
点
の
経
幢
は
い
ず
れ
も
會
昌
の
廃
仏
後
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

当
該
地
域
で
の
廃
仏
後
の
仏
教
復
興
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

一
．
唐
末
ま
で
の
佛
光
寺
の
沿
革

　

ま
ず
、
創
建
か
ら
唐
末
に
至
る
ま
で
の
佛
光
寺
の
歴
史
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
特
に
本
稿
で
検
討
の
中
心
と
な
る
唐
代
後
半
期
に

関
し
て
は
、
藩
鎮
と
の
関
係
に
も
触
れ
な
が
ら
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

佛
光
寺
の
創
建
は
五
世
紀
末
の
北
魏
・
孝
文
帝
の
時
代
に
遡
る
。
五
臺
山
近
く
雁
門
出
身
で
あ
る
曇
鸞
が
、
出
家
前
に
訪
れ
と
ど
ま

っ
た
場
所
で
あ
り
、
こ
の
寺
で
出
家
を
決
意
し
た
と
さ
れ
て
い
る
）
3
（
が
、
こ
れ
は
創
建
間
も
な
い
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
恐
ら
く
北
周
武
帝
の
廃
仏
に
よ
る
弾
圧
を
受
け
荒
廃
し
た
時
期
が
あ
り
、
隋
に
至
っ
て
復
興
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

廃
仏
か
ら
の
復
興
の
中
、
唐
代
初
期
に
か
け
て
解
脱
と
い
う
僧
が
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。『
古
清
涼
傳
』
巻
上
・
古
今
勝
跡

の
佛
光
寺
の
部
分
に
、

昔　

大
隋
運
を
開
き
、
正
教
重
ね
て
興
り
、
凡
そ
是
れ
伽
藍
、
並
び
に
復
た
修
む
る
を
任
す
有
り
。
時
に
五
臺
縣
昭
果
寺
解
脱
禪

師
、
此
に
於
い
て
終
焉
の
志
有
り
、
遂
に
再
び
修
理
を
加
う
。

と
あ
る
よ
う
に
、
隋
建
国
後
の
仏
教
復
興
に
際
し
て
昭
果
寺
の
解
脱
が
中
心
と
な
り
伽
藍
の
修
復
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
解
脱
の
重

修
を
貞
觀
七
年
（
六
三
三
）
と
す
る
史
料
も
あ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
隋
代
か
ら
唐
代
初
期
に
か
け
て
、
佛
光
寺
の
運
営
に
尽
力
し
て
い
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た
の
で
あ
ろ
）
4
（
う
。
ま
た
、
解
脱
と
と
も
に
同
じ
く
昭
果
寺
に
属
し
て
い
た
明
曜
も
佛
光
寺
の
重
修
に
貢
献
し
て
い
）
5
（
た
。

　

そ
の
後
、
唐
代
前
半
期
は
解
脱
の
法
孫
に
あ
た
る
乘
方
な
ど
が
活
動
し
て
い
た
よ
う
で
あ
）
6
（
る
。
ま
た
、
天
寶
四
載
（
七
四
五
）
に
は

現
在
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
無
垢
浄
光
塔
が
建
造
さ
れ
て
い
る
。

　

安
史
の
乱
後
の
唐
代
後
半
期
に
佛
光
寺
に
か
か
わ
っ
た
僧
と
し
て
先
ず
名
を
挙
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
洛
陽
同
德
寺
の
無
名
で
あ
り
、

『
宋
高
僧
傳
』
巻
一
七
・
護
法
篇
に
立
伝
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
十
八
歳
で
出
家
し
た
無
名
は
、
洛
陽
同
德
寺
に
配
さ
れ
た

が
、
禅
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
荷
澤
寺
の
神
會
に
師
事
す
る
こ
と
に
な
る
。
師
の
教
え
を
聞
き
各
地
を
遊
方
す
る
こ
と
を
決
意

し
、
そ
の
足
跡
は
五
岳
・
羅
浮
山
・
廬
山
・
天
台
山
・
四
明
山
な
ど
極
め
て
広
範
囲
に
及
ん
だ
が
、
貞
元
六
年
（
七
九
〇
）
に
至
り
五

臺
山
入
り
し
た
。
五
臺
山
に
お
い
て
は
定
ま
っ
た
居
所
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
同
九
年
十
二
月
十
二
日
に
佛
光
寺
で
臨
終
を
迎
え
、

澤
潞
節
度
使
の
地
位
に
あ
っ
た
李
抱
真
に
よ
っ
て
佛
光
寺
に
塔
が
建
て
ら
れ
た）7
（

。
な
お
、
澤
潞
節
度
使
は
五
臺
山
の
あ
る
河
東
節
度
使

の
南
東
に
隣
接
し
た
位
置
に
あ
り
、
後
出
す
る
昭
義
軍
節
度
使
の
こ
と
で
あ
る
。

　

無
名
の
事
績
は
、
貞
元
十
一
年
（
七
九
五
）
五
月
二
十
五
日
に
刻
さ
れ
、
現
在
も
佛
光
寺
に
残
さ
れ
る
「
唐
東
都
同
徳
寺
故
大
方
便

和
尚
塔
銘
幷
序
」
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
）
8
（
る
。
こ
の
塔
銘
は
弟
子
で
あ
る
長
安
資
聖
寺
の
慧
岌
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

五
臺
山
入
り
後
、
鐵
勤
寺
に
い
た
無
名
は
、
河
東
節
度
使
の
李
自
良
（
在
任
は
貞
元
三
年
〜
十
一
年
）
ら
の
求
め
に
応
じ
、
山
を
下
り
恐

ら
く
北
都
太
原
へ
迎
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
）
9
（
る
。
藩
鎮
体
制
下
、
各
地
の
寺
院
は
往
々
に
し
て
藩
鎮
と
結
び
つ
き
、
時
と
し
て
そ
の
援
助

を
受
け
て
き
て
お
り
、
仏
教
を
信
仰
し
た
節
度
使
も
間
々
存
在
し
た
。
五
臺
山
は
河
東
節
度
使
の
領
域
内
に
あ
り
、
そ
の
影
響
は
大
き

く
、
無
名
と
し
て
も
李
自
良
の
招
請
を
断
り
切
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

無
名
よ
り
少
し
後
に
佛
光
寺
で
活
動
し
た
僧
と
し
て
は
、
同
じ
く
洛
陽
出
身
の
法
興
が
い
る
。
こ
の
地
に
来
て
佛
光
寺
を
所
属
の
寺

院
と
し
た
法
興
は
、
弥
勒
大
閣
の
建
造
な
ど
に
活
躍
し
た
よ
う
で
、
山
門
都
綱
に
充
て
ら
れ
、
大
和
七
年
（
八
三
三
）
に
逝
去
し
）
10
（
た
。



（松浦）　4
　

な
お
、
こ
の
少
し
後
、
圓
仁
が
五
臺
山
を
訪
れ
る
。『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
』
に
も
佛
光
寺
の
名
は
見
ら
れ
る
が
、
円
仁
自
身
は
佛
光

寺
を
訪
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
）
11
（
る
。

　

そ
の
後
、
武
宗
に
よ
る
廃
仏
の
影
響
を
被
り
、
五
臺
山
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
武
宗
は
即
位
以
来
、
仏
教
へ
の
統

制
を
強
め
て
い
た
が
、
會
昌
五
年
（
八
四
五
）
に
弾
圧
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
七
月
の
詔
で
は
各
藩
鎮
に
は
寺
は
一
か
所
し
か
残
す
こ

と
は
許
さ
れ
ず
、
多
く
の
寺
が
廃
さ
れ
、
僧
尼
の
数
は
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
寺
院
財
産
は
没
収
さ
れ
た
。
八
月
に
は
さ
ら
に
僧
尼
の
数

が
減
ら
さ
れ
て
、
還
俗
を
強
い
ら
れ
る
者
が
数
多
く
い
た
。
五
臺
山
で
は
難
を
避
け
隣
接
す
る
幽
州
節
度
使
の
管
内
へ
逃
れ
よ
う
と
す

る
者
も
い
た
よ
う
で
あ
）
12
（
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
翌
年
三
月
に
武
宗
が
逝
去
し
宣
宗
が
即
位
す
る
と
、
仏
教
へ
の
政
策
は
大
き
く
転
換
さ
れ
、
勅
命
に
よ
り
五
臺
山

の
諸
寺
で
も
度
僧
が
行
わ
れ
）
13
（

た
。
佛
光
寺
も
復
興
を
遂
げ
て
い
き
、
大
中
十
一
年
（
八
七
七
）
に
は
現
在
に
ま
で
残
る
東
大
殿
が
完
成

す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
佛
光
寺
の
再
建
に
尽
力
し
た
の
が
、
願
誠
で
あ
る
。『
宋
高
僧
傳
』
巻
二
七
・
興
福
篇
・
唐
五
臺
山
佛
光
寺
願
誠
伝
に

よ
る
と
、
願
誠
は
五
臺
山
の
行
嚴
に
師
事
し
、
大
和
三
年
（
八
二
九
）
に
落
髪
、
同
五
年
に
具
戒
を
受
け
る
。
會
昌
の
廃
仏
後
、
佛
光

寺
で
荒
廃
か
ら
の
復
興
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
そ
の
美
名
は
宣
宗
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
紫
衣
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
の
ち
、
突
厥

沙
陀
部
の
李
氏
が
こ
の
地
を
勢
力
下
に
お
く
よ
う
に
な
る
）
14
（
と
、
五
臺
山
を
訪
れ
、
願
誠
の
人
品
に
感
じ
入
り
、
唐
の
皇
帝
に
申
し
入
れ

た
結
果
、
大
師
号
「
圓
相
」
を
賜
り
、
ま
た
山
門
都
検
校
の
地
位
に
つ
け
ら
れ
た
。
光
啓
三
年
（
八
八
七
）
に
至
り
逝
去
し
た
が
、
寺

の
西
北
一
里
の
と
こ
ろ
に
碑
が
建
て
ら
れ
た
と
い
）
15
（
う
。

　

唐
代
末
期
、
長
安
や
洛
陽
な
ど
唐
朝
の
中
枢
を
な
し
た
地
域
は
、
黄
巣
の
乱
に
よ
り
混
乱
し
た
状
況
が
続
い
て
い
た
が
、
李
氏
勢
力

下
に
あ
っ
た
山
西
地
方
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
五
臺
山
も
廃
仏
か
ら
あ
る
程
度
の
復
興
を
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遂
げ
て
い
っ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

二
．
経
幢

　

次
に
経
幢
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

経
幢
と
は
仏
教
経
典
を
刻
ん
だ
石
柱
の
こ
と
）
16
（

で
、
ま
れ
に
四
角
形
や
六
角
形
の
も
の
も
存
在
す
る
が
、
通
例
は
八
角
形
で
あ
る
。
時

期
的
に
は
八
世
紀
ご
ろ
か
ら
盛
ん
に
作
ら
れ
、
唐
か
ら
宋
・
遼
・
金
に
か
け
て
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
。
佛
光
寺
に
は
本
稿
で
取
り

上
げ
る
唐
代
の
二
点
と
と
も
に
、
明
・
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
の
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

経
幢
は
墓
に
建
て
ら
れ
墓
誌
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
は
何
ら
か
の
意
図
を
以
て
建
造
さ
れ
寺
院

に
安
置
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
経
幢
が
歴
史
史
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
の
は
、
発
願
者
の
名
な
ど
が
記
さ
れ
た
題
記
に
よ
っ
て
、
経
幢
建

立
の
背
景
や
当
時
の
仏
教
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
て
、
仏
教
経
典
で
刻
さ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
の
が
、
佛
陀
波
利
訳
『
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
經
』
で
あ
る
。『
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼

經
』
は
、
七
日
後
に
命
が
尽
き
た
の
ち
、
畜
生
や
地
獄
に
生
ま
れ
苦
し
み
を
味
わ
っ
た
挙
句
、
人
間
と
し
て
貧
賤
な
家
に
両
目
の
な
い

状
態
で
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
と
告
げ
ら
れ
た
善
住
天
子
が
、
帝
釈
天
に
相
談
し
、
帝
釈
天
が
釈
尊
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
授
け
ら
れ
た
と

い
う
経
典
で
、
聞
き
読
誦
す
る
こ
と
で
一
切
の
業
障
が
取
り
除
か
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
経
典
は
唐
代
後
半
期
に
流
行
し
た

の
で
あ
る
が
、
以
上
の
よ
う
な
内
容
か
ら
見
て
も
経
幢
に
刻
ま
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
い
え
よ
）
17
（
う
。

　

さ
ら
に
佛
陀
波
利
が
こ
の
経
典
を
訳
し
た
際
の
逸
話
も
、
経
幢
の
題
材
と
し
て
好
ま
れ
た
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
逸
話
は
経
典

に
付
さ
れ
た
志
静
の
序
に
詳
し
い
が
、
そ
れ
に
よ
り
概
要
を
記
し
て
お
）
18
（

く
。

　

バ
ラ
モ
ン
僧
の
佛
陀
波
利
は
、
儀
鳳
元
年
（
六
七
六
）
に
中
国
へ
や
っ
て
き
て
五
臺
山
に
出
向
い
た
。
そ
の
地
に
い
る
と
さ
れ
る
文
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殊
菩
薩
の
姿
を
拝
さ
ん
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
泣
き
な
が
ら
山
頂
に
向
か
っ
て
拝
礼
し
て
い
た
。
す
る
と
、
一
人
の
老
人
が
山
中
か
ら

現
れ
、「
漢
の
地
で
は
衆
生
は
罪
業
を
な
す
こ
と
多
く
、
出
家
者
は
戒
律
を
犯
す
こ
と
が
多
い
。
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
だ
け
が
衆
生
の
悪

行
を
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
な
ぜ
そ
れ
を
持
っ
て
き
て
い
な
い
の
か
」
と
言
っ
た
。
そ
し
て
、
西
国
へ
帰
り
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
を

将
来
し
て
こ
の
地
に
流
伝
さ
せ
る
こ
と
こ
そ
が
、
遍
く
衆
聖
を
奉
じ
、
広
く
群
生
を
利
し
、
幽
冥
を
救
い
、
仏
恩
に
報
い
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
取
り
に
戻
る
こ
と
を
求
め
、
そ
う
す
れ
ば
文
殊
菩
薩
の
居
所
を
教
え
る
こ
と
を
約
し
た
。
佛
陀
波
利
は
喜
ん
で
、
西
国
へ
佛

頂
尊
勝
陀
羅
尼
を
取
り
に
戻
り
、
永
淳
二
年
（
六
八
三
）
に
は
長
安
に
戻
り
高
宗
に
こ
の
こ
と
を
申
し
上
げ
た
。
高
宗
は
そ
の
経
を
宮

中
に
入
れ
、
日
照
や
杜
行
顗
ら
に
命
じ
て
訳
さ
せ
、
佛
陀
波
利
に
は
絹
三
十
匹
を
施
し
、
経
本
は
宮
中
に
入
れ
出
さ
な
い
こ
と
と
し
た
。

佛
陀
波
利
は
、
は
る
ば
る
経
を
取
り
に
行
き
持
っ
て
き
た
の
は
、
広
く
流
通
さ
せ
群
生
を
救
う
た
め
だ
と
し
て
、
泣
い
て
頼
ん
だ
た
め
、

翻
訳
し
た
経
本
を
宮
中
に
は
残
し
、
梵
本
は
返
し
て
や
っ
た
。
佛
陀
波
利
は
そ
れ
を
西
明
寺
に
持
っ
て
い
き
、
梵
語
を
解
す
る
漢
人
僧

の
順
貞
と
と
も
に
訳
し
、
訳
し
終
え
た
後
は
梵
本
を
持
っ
て
五
臺
山
へ
入
り
、
そ
の
ま
ま
出
て
来
る
こ
と
は
な
か
っ
）
19
（

た
。

　

佛
陀
波
利
訳
の
『
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
經
』
に
は
以
上
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、
文
殊
信
仰
の
霊
場
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
五
臺
山

と
も
大
変
か
か
わ
り
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
佛
陀
波
利
が
五
臺
山
で
霊
験
あ
ら
た
か
な
体
験
を
し
た
こ
と
と
、
彼
が
広
く
人
々
を
救

い
た
い
と
い
う
意
志
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
、
佛
陀
波
利
訳
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
経
幢
に
用
い
ら
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

三
．
佛
光
寺
経
幢
の
題
記

　

次
に
佛
光
寺
の
経
幢
の
題
記
の
検
討
に
移
り
た
い
。
刻
さ
れ
る
経
典
は
、
二
点
と
も
佛
陀
波
利
訳
『
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
經
』
で
あ
り
、

序
文
も
含
め
た
全
文
を
記
し
て
い
る
。
以
下
、
題
記
部
分
の
み
全
体
の
録
文
を
記
し
た
上
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に

す
る
。



7　（松浦）
　
（
一
）
大
中
十
一
年
経
幢
（
／
は
改
行
を
示
す
）

第
七
面
末
尾

北
都
崇
福
寺
都
維
那
釋
元
□
書
／

第
八
面
右
端

昭
義
軍
勝
願
寺
比
丘
尼
寶
嚴
先
發
願
於
臺
山
佛
光
寺
造
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
石
幢
一
所
奉
爲　

國
及
法
界
衆
生
蠢
動
含
靈
證
眞
常
樂
及
願

先
亡
父
母
神
生
淨
土
／
同
建
造
石
幢
主
劍
南
東
川
盧
州
浮
義
縣
高
福
寺
比
丘
尼
寶
堦　

大
中
十
一
年
十
月
廿
□
建
造　

攝
五
臺
縣
宰
盧　

攝
主
簿
薛　

造
石
幢
人
汝
南
翟
元
開　

小
拾
／

第
八
面
第
一
段

僧
法
元　

僧
法
清　

僧
惠
明　

僧
文
宗
／

當
寺
徒
衆
等　

寺
主
僧
惠
全　

上
座
僧
常
照　

都
維
那
惠
哲
／
僧
守
規　

文
悟　

士
衡　

常
榮　

善
慶　

弘
莒　

契
元　

法
淨　

惠
淨

／
頓
悟　

文
紹　

從
政　

佛
殿
主
願
誠　

從
則　

從
眞　

法
廣　

法
初
／　

弘
□　

洪
操　

志
道　

契
微　

宗
本　

幼
眞　

遇
縁　

□

眞　

明
義
／
宗
遠　

守
意　

太
簡　

師
簡　

惠
眞　

惠
清　

德
閏　

智
清　

師
範
／

第
八
面
第
二
段

丘
尼
界
藏　

首
信
／
洪
眞　

文
宗　

幽
惠
／
妙
元　

福
慶　

貞
秀
／
女
弟
子
佛
殿
主
寧
公
遇
／
沙
弥　

妙
喜　

妙
因
／
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第
八
面
第
三
段

施
主
昭
義
軍
節
度
使
檢
校
兵
部
尚
書
兼
御
史
／
大
夫
賜
紫
金
魚
袋
畢
諴
／
節
度
副
使
檢
校
金
部
郎
中
兼
御
史
中
丞
賜
紫
金
魚
袋
源
重
可　

節
度
判
官
裴
誠
／
節
度
都
押
衙
潘　

馬
歩
都
虞
侯
高
□
偃
／
隨
使
孔
目
官
韓
袺　

隨
使
孔
目
官
朱
義
／
前
攝
河
東
節
度
館
驛
巡
官
文
林

郎
前
守
絳
州
參
軍
令
狐
絳
／

第
八
面
第
四
段

河
東
節
度
押
衙
王
彦　

前
荆
南
討
擊
／
使
侯
重
遇　

絳
州
押
衙
李
忠
信
／
孔
目
官
張　

呉
準　

男
緒
郎　

榮
郎
／
張
曾　

韓
貞　

崔
師　

張
元
楚　

劉
元
楚
／
鄭
元
察　

和
運　

劉
峯　

韓
秀
誠　

雍
仙
／
劉
淑
元　

曹
國
用　

馬
光
晏　

裴
翰　

侯
頴
／
陽
曲
縣
録
事
衛
遠　

李
□　

翟
成　

李
成
／

第
八
面
第
五
段

施
主
女
弟
子
□
氏　

韓
氏　

牛
氏　

鄭
氏
／
門
氏　

周
氏　

王
氏　

蘇
氏　

男
都
兒　

高
氏
／
小
女
師
娘
子　

王
氏　

柱
哥
石
頭
兒　

靖
□
／
馮
氏　

李
氏　

蓮
華
藏
常
歡
喜　

瞿
氏
／
陳
氏　

鄭
氏　

□
氏　

常
氏　

温
氏　

王
氏
／
霍
氏　

裴
氏　

孫
氏　

張
氏　

霍
六　

武
八　

武
氏
／
李
氏　

郭
氏　

常
堅
古　

段
氏　

郭
氏　

小
徳
□

　

こ
の
経
幢
は
高
さ
三
・
二
四
メ
ー
ト
ル
、
現
在
は
東
大
殿
の
前
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
大
中
十
一
年
は
廃
仏
か
ら
の
復
興
の
中
で
東

大
殿
が
竣
工
し
た
年
で
あ
り
、
同
時
期
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
経
幢
は
、
復
興
事
業
の
一
環
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
み
て
よ

か
ろ
う
。
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経
幢
の
文
字
を
書
い
た
の
は
、
第
七
面
末
尾
に
名
が
記
さ
れ
る
太
原
崇
福
寺
の
元
□
で
あ
る
。
太
原
の
崇
福
寺
に
つ
い
て
は
、『
宋

高
僧
伝
』
な
ど
に
も
そ
の
名
が
間
々
見
ら
れ
、
河
東
節
度
使
治
下
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
太
原
で
も
有
力
な
寺
院
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
聖
地
と
し
て
信
仰
を
集
め
繁
栄
し
て
い
た
五
臺
山
の
復
興
は
一
大
事
業
で
あ
り
、
山
西
地
域
の
人
々
が
幅
広
く
関
わ
っ
て
い
た

こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

　

八
面
か
ら
な
る
経
幢
の
第
一
面
の
上
方
に
は
「
奉
爲　

國
／
及
法
界
衆
／
生
造
佛
頂
／
陀
羅
尼
幢
」
と
記
す
題
額
、
そ
の
下
か
ら
七

面
に
わ
た
っ
て
『
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
經
』
の
志
静
序
と
経
文
が
刻
さ
れ
る
。
そ
し
て
最
後
の
第
八
面
が
経
幢
の
建
立
に
携
わ
っ
た
人
物

を
記
し
た
題
記
に
な
る
。

　

そ
の
第
八
面
で
あ
る
が
、
右
端
に
石
幢
を
作
る
中
心
と
な
っ
た
人
物
の
名
と
そ
の
発
願
動
機
が
二
行
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
る
。
経
幢

造
営
の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、「
昭
義
軍
勝
願
寺
比
丘
尼
寶
嚴
」
と
「
劍
南
東
川
盧
〔
瀘
〕
州
浮
〔
富
〕
義
縣
高
福
寺
比
丘
尼
寶
堦
」
と

い
う
二
人
の
尼
僧
で
あ
る
。
一
行
目
に
、

昭
義
軍
勝
願
寺
比
丘
尼
寶
嚴　

先
に
發
願
し
臺
山
佛
光
寺
に
於
い
て
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
石
幢
一
所
を
造
り
、
奉
じ
て
國
及
び
法
界

衆
生
・
蠢
動
含
靈
の
爲
に
常
樂
を
證
眞
し
、
及
び
先
亡
せ
し
父
母
の
神
の
淨
土
に
生
ま
れ
ん
こ
と
を
願
う
。

と
あ
り
、
二
行
目
に
記
さ
れ
る
寶
堦
に
つ
い
て
は
同
建
造
石
幢
主
と
あ
る
。
昭
義
軍
節
度
使
は
、
佛
光
寺
の
あ
る
河
東
節
度
使
の
南
東

に
隣
接
し
て
お
り
、
地
域
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
遠
く
は
な
い
。
一
方
の
劍
南
東
川
節
度
使
は
四
川
で
あ
り
、
地
理
的
に
は
か
な
り
離
れ

た
場
所
に
な
る
。
寶
堦
が
中
心
と
な
っ
た
一
人
で
あ
る
の
は
、
五
臺
山
近
辺
の
地
域
の
出
身
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
巡
礼
の
場
と
し

て
多
く
の
僧
俗
を
集
め
て
い
た
五
臺
山
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
そ
の
際
に
つ
な
が
り
が
で
き
た
な
ど
の
理
由
が
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
詳

細
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
。
法
名
を
一
字
共
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寶
嚴
と
同
世
代
で
か
つ
て
同
じ
寺
に
所
属
し
て
い
た
可
能
性
も

あ
る
。
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そ
の
左
側
は
上
方
か
ら
五
段
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
経
幢
の
造
営
に
携
わ
っ
た
人
々
の
名
が
刻
さ
れ
る
。

　

最
上
段
に
は
僧
の
名
が
記
さ
れ
る
が
、
最
初
の
行
の
僧
法
元
以
下
四
名
は
佛
光
寺
の
僧
で
は
な
い
と
見
ら
れ
る
。
行
を
改
め
て
「
當

寺
徒
衆
等
」
と
し
て
記
さ
れ
る
の
が
、
当
時
、
佛
光
寺
に
所
属
し
て
い
た
僧
た
ち
で
あ
る
。
寺
院
の
運
営
の
中
心
と
な
っ
た
寺
主
・
上

座
・
都
維
那
の
三
綱
以
下
、
計
三
十
八
名
の
僧
の
名
が
刻
さ
れ
る
。
中
央
付
近
に
は
佛
殿
主
で
あ
る
願
誠
の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
復

興
事
業
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

二
段
目
に
記
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
は
尼
僧
で
あ
り
、
比
丘
尼
の
比
の
字
が
落
ち
て
い
る
が
、
界
藏
以
下
、
六
人
の
名
が
刻
さ
れ
て
い

る
。
次
い
で
女
弟
子
す
な
わ
ち
在
家
女
性
信
者
の
佛
殿
主
寧
公
遇
の
名
が
刻
さ
れ
る
が
、
彼
女
の
名
は
東
大
殿
の
梁
架
の
題
記
に
も
見

ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
「
佛
弟
子
上
都
送
供
女
弟
子
寧
公
遇
」
と
あ
り
、
上
都
す
な
わ
ち
長
安
の
人
で
佛
光
寺
へ
と
布
施
を
送
っ
て
い
た
。

こ
の
経
幢
に
も
佛
殿
主
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
当
額
の
布
施
を
送
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

次
い
で
三
段
目
に
節
度
使
の
畢
諴
を
は
じ
め
と
す
る
昭
義
軍
藩
鎮
の
官
が
名
を
連
ね
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

　

以
下
、
四
段
目
に
は
下
級
の
幕
職
官
や
地
方
官
、
俗
人
男
性
と
い
っ
た
三
段
目
に
比
べ
社
会
的
階
層
の
低
い
男
性
信
者
が
刻
さ
れ
る
。

河
東
節
度
押
衙
は
五
臺
山
が
あ
っ
た
河
東
節
度
使
の
下
級
の
幕
職
官
、
絳
州
押
衙
・
陽
曲
縣
録
事
は
周
辺
藩
鎮
配
下
の
州
県
の
下
級
の

官
で
あ
る
。
最
後
に
、
五
段
目
に
は
主
に
俗
人
女
性
の
信
者
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
が
、
題
記
の
大
ま
か
な
構
成
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
の
一
つ
は
周
辺
の
藩
鎮
が
経
幢
の
造
営
に
深
く
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　

昭
義
軍
節
度
使
で
は
、
施
主
と
し
て
節
度
使
の
畢
諴
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
）
20
（
か
、
節
度
副
使
源
重
可
・
節
度
判
官
裴
誠
ら
の
名

が
見
ら
れ
、
藩
鎮
を
あ
げ
て
佛
光
寺
の
復
興
に
協
力
し
て
い
た
状
況
が
分
か
る
。
昭
義
軍
節
度
使
は
五
臺
山
の
あ
る
河
東
節
度
使
に
隣

接
し
て
お
り
、
地
理
的
に
そ
れ
ほ
ど
遠
く
も
な
い
こ
と
か
ら
、
五
臺
山
の
復
興
に
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
佛
光
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寺
に
無
名
の
塔
を
澤
潞
（
昭
義
軍
）
節
度
使
で
あ
る
李
抱
真
が
建
て
た
こ
と
は
先
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
か
ら
も
昭
義

軍
節
度
使
と
五
臺
山
の
つ
な
が
り
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
経
幢
を
作
る
こ
と
を
発
願
し
た
比
丘
尼
寶
嚴
は
昭
義
軍
の
尼
寺
の
所
属

で
あ
っ
た
こ
と
も
、
昭
義
軍
節
度
使
か
ら
の
援
助
と
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
畢
諴
は
こ
の
年
の
十
一
月
に
は
河
東
節

度
使
に
転
じ
て
い
る
。

　

佛
光
寺
の
復
興
と
河
東
節
度
使
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
東
大
殿
の
梁
架
の
題
記
に
「
敕
河
東
節
度
觀
察
處
等
使
檢
校
部
工
尚
書
兼

御
史
大
夫
鄭　

功
德
使
敕
河
東
監
軍
使
元
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
大
殿
の
建
立
に
際
し
て
援
助
を
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。
こ
こ
に
登
場
す
る
節
度
使
の
鄭
と
は
鄭
涓
の
こ
と
）
21
（
で
、
河
東
節
度
使
の
在
任
期
間
は
大
中
九
年
の
九
月
か
ら
十
年
に
か
け
て
で
あ

る
か
ら
、
ま
さ
に
東
大
殿
の
建
設
途
上
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
佛
光
寺
の
復
興
に
は
、
五
臺
山
を
領
域
に
含
む
河
東
節
度
使
の
ほ
か
、
隣
接
す
る
昭
義
軍
節
度
使
か
ら
も
多
大
の
援
助

を
得
て
い
た
の
で
あ
る
。
信
仰
を
集
め
た
一
大
聖
地
で
あ
る
五
臺
山
の
復
興
に
は
、
こ
れ
以
外
の
周
辺
の
藩
鎮
が
関
与
し
て
い
た
こ
と

も
十
分
に
あ
り
う
る
。

　

な
お
、
昭
義
軍
節
度
判
官
と
し
て
名
の
挙
が
る
裴
誠
は
、
崇
仏
で
知
ら
れ
る
河
東
裴
氏
の
可
能
性
が
高
い
。『
新
唐
書
』
巻
七
一
上
・

宰
相
世
系
表
に
は
宰
相
も
務
め
た
裴
度
の
子
と
し
て
裴
諴
の
名
が
見
ら
れ
る
。「
誠
」
と
「
諴
」
の
字
形
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
混
同
さ

れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
し
、
少
な
く
と
も
排
行
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
）
22
（
か
。
ま
た
、
絳
州
参
軍
の
令

狐
絳
は
宰
相
を
務
め
て
い
た
令
狐
綯
と
排
行
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
令
狐
綯
の
父
で
あ
り
や
は
り
宰
相
を
務
め
た

令
狐
楚
は
、
貞
元
〜
元
和
年
間
に
か
け
て
河
東
節
度
使
の
元
で
幕
職
官
を
務
め
、
大
和
六
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
河
東
節
度
使
を
務
め

て
お
り
、
山
西
地
方
と
は
縁
が
深
か
っ
）
23
（

た
。
こ
の
地
域
に
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
有
力
者
が
、
佛
光
寺
の
復
興
に
も
関
与
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
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地
域
的
に
見
れ
ば
、
少
数
な
が
ら
五
臺
山
周
辺
地
域
以
外
の
人
物
の
名
も
見
ら
れ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
経
幢
を
造
る
中
心

と
な
っ
た
一
人
の
比
丘
尼
寶
堦
は
劍
南
東
川
節
度
使
管
下
の
瀘
州
富
義
県
の
寺
院
に
属
し
て
お
り
、
女
弟
子
の
寧
公
遇
が
長
安
の
人
で

あ
っ
た
こ
と
は
梁
架
の
題
記
か
ら
分
か
る
。
廃
仏
か
ら
の
復
興
に
際
し
て
、
広
範
に
援
助
を
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

階
層
的
な
点
か
ら
見
て
も
、
僧
俗
双
方
か
ら
、
ま
た
節
度
使
か
ら
庶
人
に
至
る
ま
で
幅
広
く
復
興
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
乾
符
四
年
経
幢
（
／
は
改
行
を
示
す
）

第
六
面
三
行
目
途
中
よ
り

唐
乾
符
四
年
歳
次
丁
酉
七
月
庚
子
十
九
日　

戊
午
建
造
立
畢　

都
料
高
懷
譲　

男
宗
信
鐫
字　

將
士
田
宗
□
／

助
修
幢　

尼
宿
因　

尼
法
因　

尼
法
嚴　

施
主
女
弟
子
李
氏
郡
君
靈
察　

女
弟
子
康
氏　

女
弟
子
游
氏　

弟
子
□
□
眞
常
夕
晟
／

第
七
面

功
徳
主
山
門
都
檢
校
賜
紫
沙
門
願
誠　

書
幢
前
寺
主
講
法
花
弥
陀
等
經
比
丘
宗
胤　

郾
城
大
供
養
主
僧
道
政
／
老
宿
沙
門
頓
悟　

僧
縁

眞　

僧
宗
遠　

從
大
德
僧
弘
敬　

僧
文
興　

前
寺
主
僧
道
圓　

前
上
座
僧
玄
縵　

前
上
座
僧
太
簡　

僧
道
因　

僧
敬
通　

僧
會
源　

僧

惠
深　

僧
元
鋭　

僧
志
行　

僧
文
則　

僧
智
類　

僧
智
虔　

僧
志
通　

僧
志
遷　

僧
又
眞
／
僧
南
濟　

僧
継
詞　

前
上
座
趙
家
院
主
僧

懷
通　

前
供
養
主
僧
敬
眞　

僧
惠
明　

僧
師
惠　

僧
元
□　

僧
惠
通　

□
□
□
主
僧
道
開　

僧
行
滿　

前
寺
主
僧
宗
禮　

前
寺
主
僧
弘

女　

僧
文
恭　

僧
行
立　

僧
行
幽
／
寺
主
僧
師
簡　

上
座
兼
供
養
主
僧
弘
演　

都
維
那
僧
志
譚　

幢
都
維
那
僧
惠
遷　

大
庫
典
座
僧
惠
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審　

僧
弘
謹　

僧
法
進

　

こ
の
経
幢
の
寸
法
は
大
中
経
幢
を
大
き
く
上
回
り
、
高
さ
は
四
・
九
メ
ー
ト
ル
、
現
存
す
る
経
幢
の
中
で
も
か
な
り
大
き
な
部
類
に

属
す
る
。
現
在
は
奥
の
東
大
殿
に
通
じ
る
参
道
の
傍
ら
に
位
置
す
る
。

　

拓
本
写
真
に
よ
れ
ば
、
七
面
に
わ
た
っ
て
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
一
面
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
文
字
が

刻
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

志
静
の
序
と
経
文
が
第
一
面
か
ら
第
六
面
の
三
行
目
に
至
る
ま
で
記
さ
れ
、
そ
れ
に
続
け
て
三
行
目
途
中
か
ら
、
本
稿
掲
載
の
録
文

の
冒
頭
へ
と
つ
な
が
る
。
第
六
面
中
央
に
は
経
幢
の
建
立
を
助
け
た
尼
僧
の
名
と
、
施
主
で
あ
る
女
性
在
家
信
者
の
名
が
刻
さ
れ
て
い

る
。

　

第
七
面
に
僧
の
名
が
刻
さ
れ
る
。
こ
の
経
幢
に
名
を
連
ね
る
の
は
、
多
く
が
当
時
佛
光
寺
に
所
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
僧
侶
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
功
徳
主
と
し
て
筆
頭
に
名
の
あ
る
山
門
都
檢
校
賜
紫
沙
門
の
願
誠
は
大
中
経
幢
に
も
名
が
見
ら
れ
、
廃
仏
後
の
復
興

に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
以
下
、
計
四
十
五
名
の
僧
の
名
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

願
誠
以
外
に
も
頓
悟
・
師
簡
・
太
簡
・
宗
遠
・
惠
明
の
名
が
、
大
中
・
乾
符
の
両
方
の
経
幢
に
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人
物
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
頓
悟
は
老
宿
沙
門
、
師
簡
は
寺
主
、
太
簡
は
前
上
座
と
記
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
大
中
経
幢
の
建
立
か
ら
二
十

年
の
間
、
佛
光
寺
に
お
い
て
主
要
な
役
割
を
果
た
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
七
面
に
刻
さ
れ
る
僧
の
中
で
、
道
政
に
つ
い
て
は
郾
城
大
供
養
主
と
付
さ
れ
る
。
郾
城
は
河
南
道
で
も
南
方
に
位
置
す
る
許
州
に

属
す
る
県
の
名
で
五
臺
山
か
ら
は
か
な
り
離
れ
た
場
所
に
な
る
。
こ
の
面
に
刻
さ
れ
る
僧
は
ほ
と
ん
ど
が
佛
光
寺
の
者
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
が
、
佛
光
寺
に
属
し
て
い
る
が
出
身
地
の
関
係
で
記
さ
れ
て
い
る
の
か
、
或
い
は
佛
光
寺
に
属
し
て
い
な
い
が
巡
礼
な
ど
で
こ
の
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地
を
訪
れ
て
い
た
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
経
幢
に
関
し
て
は
、
尼
僧
や
俗
人
女
性
信
者
も
名
を
連
ね
て
い
る
が
、
大
中
経
幢
と
比
較
す
れ
ば
、
佛
光
寺
の
僧
が
占
め
る
割

合
が
圧
倒
的
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
大
中
経
幢
に
は
節
度
使
以
下
、
幕
職
官
が
名
を
連
ね
て
い
た
が
、
こ
ち
ら
は
藩
鎮
勢
力
と
の
関

わ
り
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
地
域
的
に
も
他
地
域
へ
の
広
が
り
が
窺
わ
れ
る
要
素
が
少
な
い
。

　

そ
う
し
た
点
か
ら
は
、
こ
の
時
期
ま
で
に
は
佛
光
寺
は
大
規
模
な
経
幢
が
建
て
ら
れ
る
ほ
ど
に
、
復
興
が
進
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
地
域
社
会
の
援
助
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
復
興
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
願
誠
は
、
当
時
、
山
西
地
方
を

勢
力
下
に
置
い
て
い
た
突
厥
沙
陀
部
の
李
氏
と
の
関
係
も
深
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
援
助
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
に
考

え
ら
れ
る
。

　

乾
符
四
年
と
い
え
ば
、
中
原
に
お
い
て
は
黄
巣
の
乱
が
拡
大
し
て
お
り
、
都
長
安
も
混
乱
し
た
状
況
に
あ
っ
た
。
大
中
経
幢
に
お
い

て
は
、
題
記
に
名
を
連
ね
る
人
物
に
地
域
的
な
広
が
り
が
見
ら
れ
、
長
安
の
施
主
か
ら
の
援
助
も
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
乾
符
経
幢
に

そ
れ
が
見
ら
れ
な
い
の
は
、
そ
う
し
た
社
会
状
況
も
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

小　

結

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
佛
光
寺
は
會
昌
の
廃
仏
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
が
、
大
中
年
間
の
仏
教
復
興
政

策
の
中
で
復
興
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
は
河
東
節
度
使
や
昭
義
軍
節
度
使
な
ど
藩
鎮
勢
力
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
援
助
が
あ
っ

た
こ
と
が
、
本
稿
で
扱
っ
た
経
幢
な
ど
か
ら
窺
わ
れ
る
。
唐
代
末
期
、
長
安
や
洛
陽
な
ど
中
央
が
混
乱
状
態
に
あ
っ
た
時
期
で
も
、
山

西
地
方
は
比
較
的
安
定
し
た
状
況
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
佛
光
寺
も
巨
大
な
経
幢
の
建
造
が
可
能
で
あ
る
ほ
ど
の
勢
力
を
持
つ
ま
で
に

復
興
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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五
臺
山
全
体
も
廃
仏
前
ほ
ど
で
は
な
い
に
せ
よ
、
徐
々
に
寺
院
も
修
復
さ
れ
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
佛
光
寺

も
含
め
た
五
臺
山
の
状
況
は
、
有
名
な
敦
煌
莫
高
窟
第
六
十
一
窟
の
壁
画
「
五
臺
山
図
」
か
ら
も
窺
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
描
か
れ
た
の

は
五
代
中
期
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
）
24
（
る
。
宋
代
に
な
っ
て
も
五
臺
山
は
信
仰
の
場
と
し
て
の
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
が
、
唐
末
の
段
階
で

あ
る
程
度
の
復
興
は
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

藩
鎮
が
仏
教
に
も
た
ら
し
た
影
響
や
、
會
昌
の
廃
仏
後
の
仏
教
に
関
し
て
は
、
地
域
差
を
考
慮
し
た
上
で
、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

と
さ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（１
） 

佛
光
寺
に
つ
い
て
は
張
映
瑩
・
李
彦
主
編
『
五
台
山
佛
光
寺
』（
文
物
出
版
社　

二
〇
一
〇
年
）
が
詳
し
い
。
本
書
は
建
築
・
歴
史
な
ど
佛
光
寺

に
つ
い
て
幅
広
く
取
り
扱
っ
て
い
る
。
石
刻
に
関
し
て
も
、
拓
本
写
真
に
加
え
、
誤
り
も
散
見
さ
れ
る
が
録
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
作

成
し
た
経
幢
の
録
文
は
、
主
に
本
書
の
拓
本
写
真
に
よ
っ
た
。
ま
た
、
東
大
殿
に
つ
い
て
は
、
清
華
大
学
建
築
設
計
研
究
院
・
北
京
清
華
城
市
規

劃
設
計
研
究
院
文
化
遺
産
保
護
研
究
所
編
『
佛
光
寺
東
大
殿
建
築
勘
察
研
究
報
告
』（
文
物
出
版
社　

二
〇
一
一
年
）
が
あ
り
、
梁
架
（
は
り
）
に

記
さ
れ
た
題
記
の
写
真
な
ど
参
考
に
な
っ
た
。

（
２
） 

拙
稿
「
唐
代
河
北
地
域
の
藩
鎮
と
仏
教—

幽
州
（
盧
龍
軍
）
節
度
使
を
中
心
に—

」（『
大
手
前
大
学
論
集
』
第
一
〇
号　

二
〇
一
〇
年
）

（
３
） 

『
古
清
涼
傳
』
巻
上
「
元
魏
沙
門
釋
曇
鸞
、
本
雁
門
高
族
、
在
俗
之
日
、
曾
止
其
寺
、
結
草
爲
庵
、
心
祈
真
境
、
既
而
備
覩
聖
賢
、
因
即
出
家
。

其
地
、
即
鸞
公
所
止
之
處
也
。
後
人
廣
其
遺
址
、
重
立
寺
焉
。」『
續
高
僧
傳
』
巻
六
・
義
解
篇
二
・
魏
西
河
石
壁
谷
玄
中
寺
釋
曇
鸞
伝
に
よ
れ
ば
、

曇
鸞
は
「
未
志
学
」
即
ち
十
五
歳
に
な
ら
な
い
う
ち
に
出
家
し
て
お
り
、
逝
去
は
東
魏
・
興
和
四
年
（
五
四
二
）
六
十
七
歳
の
時
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
そ
の
出
家
は
四
九
〇
年
以
前
の
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
４
） 

『
續
高
僧
傳
』
巻
二
一
・
習
禅
篇
六
・
唐
代
州
照
果
寺
解
脱
伝
に
は
「
復
住
五
臺
縣
照
果
寺
、
隱
五
臺
南
佛
光
山
寺
四
十
餘
年
。
今
猶
故
堂
十
餘

見
在
。
…
…
四
十
餘
年
、
常
在
佛
光
。
永
徽
中
卒
。
今
靈
軀
尚
在
、
嶷
然
坐
定
在
山
窟
中
。」
と
あ
る
。

（
５
） 

『
古
清
涼
傳
』
巻
下
・
遊
靈
感
通
の
釋
明
曜
の
項
に
は
「
曜
住
昭
果
寺
、
常
誦
法
華
、
讀
華
嚴
經
、
每
作
佛
光
等
觀
。
曾
同
與
解
脫
、
俱
至
大
孚

寺
、
祈
請
文
殊
師
利
。」
と
あ
る
。
前
掲
注
（
４
）『
續
高
僧
傳
』
解
脱
伝
に
も
、
当
時
百
六
歳
で
あ
っ
た
高
行
沙
門
の
曜
が
五
十
歳
の
時
に
解
脱
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と
と
も
に
大
孚
靈
鷲
寺
で
文
殊
に
ま
み
え
た
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
６
） 

『
廣
清
涼
傳
』
巻
下
・
高
德
僧
事
跡
。『
宋
高
僧
傳
』
で
は
巻
二
六
・
興
福
篇
に
立
伝
さ
れ
る
が
、
五
臺
山
昭
果
寺
の
業
方
と
し
て
い
る
。

（
７
） 
「
至
貞
元
六
年
、
往
遊
五
臺
、
居
無
定
所
。
九
年
十
二
月
十
二
日
、
於
佛
光
寺
、
先
食
訖
、
儼
然
坐
化
、
春
秋
七
十
二
、
臘
四
十
三
。
十
一
年
、

闍
維
、
獲
舍
利
一
升
。
澤
潞
節
度
使
李
抱
真
建
塔
於
佛
光
寺
、
貞
元
六
年
庚
午
歲
也
。」
通
例
で
あ
れ
ば
、
火
葬
に
し
た
の
ち
に
舎
利
を
得
、
そ
の

た
め
に
塔
を
建
て
た
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
し
、
舎
利
を
得
た
の
ち
に
塔
を
建
て
た
よ
う
に
読
め
る
の
だ
が
、
逝
去
が
貞
元
九
年
、
荼
毘
に
付

し
た
の
が
同
十
一
年
で
、
塔
を
建
て
た
の
が
同
六
年
と
あ
り
、
順
番
が
前
後
す
る
。
貞
元
六
年
は
無
名
が
五
臺
山
入
り
し
た
年
な
の
で
、
そ
の
後

す
ぐ
に
塔
を
建
て
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
李
抱
真
が
貞
元
十
年
六
月
一
日
に
六
十
二
歳
で
逝
去
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
十
一
年
の

火
葬
の
の
ち
に
塔
を
建
て
た
と
い
う
の
は
合
わ
な
い
。
た
だ
、
後
述
す
る
無
名
の
塔
銘
は
十
一
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
火
葬
に
し
た
年

と
一
致
す
る
の
で
、
こ
れ
と
は
別
に
李
抱
真
が
塔
を
建
て
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
李
抱
真
に
つ
い
て
は
、『
舊
唐
書
』
巻
一
三
二
・『
新
唐
書
』

巻
一
三
八
の
本
伝
の
他
、
穆
員
撰
「
相
國
義
陽
郡
王
李
公
墓
誌
銘
」（『
文
苑
英
華
』
巻
九
三
七
）
が
詳
し
い
。
節
度
使
着
任
は
大
暦
十
一
年
（
七

七
六
）
十
二
月
の
こ
と
で
あ
り
、
十
八
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
節
度
使
の
地
位
に
あ
っ
た
。
な
お
、
以
下
、
節
度
使
の
在
任
期
間
に
関
し
て
は
、

呉
廷
変
『
唐
方
鎮
年
表
』
及
び
王
寿
南
『
唐
代
藩
鎮
与
中
央
関
係
之
研
究
』（
大
化
書
局　

一
九
七
八
年
）
附
録
一
・
唐
代
藩
鎮
総
表
に
よ
る
。

（
８
） 

註
（
１
）『
五
台
山
佛
光
寺
』
二
三
二
〜
二
三
四
頁
に
掲
載
さ
れ
る
。

（
９
） 

「
河
東
節
度
使
李
公
自
良
・
都
虞
侯
張
公
瑤
願
開
浮
雲
、
得
見
明
月
、
手
扎
書
疏
遣
使
于
五
、
師
以
佛
法
付
囑
王
臣
、
辭
讓
不
獲
、
杖
策
出
山
。

元
戎
親
擁
旌
旄
、
備
列
華
蓋
、
郊
迎
野
送
、
意
傳
香
火
。」

（
10
） 

『
宋
高
僧
傳
』
巻
二
七
・
興
福
篇
・
唐
五
臺
山
佛
光
寺
法
興
伝
「
唐
釋
法
興
、
洛
京
人
也
。
…
…
來
尋
聖
跡
、
樂
止
林
泉
、
隷
名
佛
光
寺
。
節
操

孤
頴
所
霑
利
物
。
身
不
主
持
付
屬
門
人
。
即
修
功
德
、
建
三
層
七
間
彌
勒
大
閣
、
高
九
十
五
尺
、
尊
像
七
十
二
位
、
聖
賢
八
大
龍
王
、
罄
從
嚴
飾
。

臺
山
海
眾
異
舌
同
辭
、
請
充
山
門
都
焉
。
蓋
從
其
統
攝
、
規
範
準
縄
、
和
暢
無
爭
故
也
。
大
和
二
年
春
正
月
、
聞
空
有
聲
云
、『
入
滅
時
至
、
兜
率

天
眾
今
來
迎
導
。』
於
是
洗
浴
梵
香
、
端
坐
入
滅
。
建
塔
于
寺
西
北
一
里
所
。」『
廣
清
涼
傳
』
は
巻
下
・
高
德
僧
事
跡
に
同
様
の
内
容
を
記
し
、

「
山
門
都
」
で
は
な
く
「
山
門
都
綱
」
と
す
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

（
11
） 

『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
』
巻
三
・
開
成
四
年
（
八
三
九
）
七
月
四
日
条
に
は
、「
齋
後
、
向
西
南
入
谷
逾
嶺
、
行
十
五
里
到
大
暦
法
花
寺
。」
と
記

し
た
後
、
大
暦
法
花
寺
の
様
子
を
詳
し
く
記
し
、
佛
光
寺
に
つ
い
て
は
同
日
条
末
尾
に
「
從
法
花
寺
西
北
十
五
里
有
佛
光
寺
。」
と
あ
る
。
ま
た
、

翌
五
日
条
に
は
、「
齋
後
、
西
南
行
二
里
、
到
上
房
普
通
院
宿
。」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。
恐
ら
く
法
花
寺
の
近
隣
に
名
刹
で
あ
る
佛
光
寺
が
あ
る

こ
と
を
記
し
た
の
み
で
、
立
ち
寄
る
こ
と
は
な
く
上
房
普
通
院
に
向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
12
） 

『
資
治
通
鑑
』
巻
二
四
八
・
會
昌
五
年
七
月
丙
午
条
に
「
上
惡
僧
尼
耗
蠹
天
下
、
欲
去
之
、
道
士
趙
歸
真
等
復
勸
之
。
乃
先
毀
山
野
招
提
・
蘭
若
、
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至
是
、
敕
上
都
・
東
都
兩
街
各
留
二
寺
、
每
寺
留
僧
三
十
人
、
天
下
節
度
・
觀
察
使
治
所
及
同
・
華
・
商
・
汝
州
各
留
一
寺
、
分
為
三
等
、
上
等

留
僧
二
十
人
、
中
等
留
十
人
、
下
等
五
人
。
餘
僧
及
尼
並
大
秦
穆
護
・
祆
僧
皆
勒
歸
俗
。
寺
非
應
留
者
、
立
期
今
所
在
毀
撤
、
仍
遣
御
史
分
道
督

之
。
財
貨
田
産
並
沒
官
、
寺
材
以
葺
公
廨
驛
捨
、
銅
像
・
鐘
磐
以
鑄
錢
。」
と
あ
る
。『
考
異
』
に
引
用
さ
れ
る
『
武
宗
實
録
』
に
よ
る
と
河
東
節

度
使
は
中
等
に
あ
た
る
。
さ
ら
に
、
同
上
・
會
昌
五
年
八
月
壬
午
条
に
は
、「
詔
陳
釋
教
之
弊
、
宣
告
中
外
。
凡
天
下
所
毀
寺
四
千
六
百
餘
區
、
歸

俗
僧
尼
二
十
六
萬
五
百
人
、
大
秦
穆
護
・
祆
僧
二
千
餘
人
、
毀
招
提
・
蘭
若
四
萬
餘
區
。
收
良
田
數
千
萬
頃
、
奴
婢
十
五
萬
人
。
所
留
僧
皆
隸
主

客
、
不
隸
祠
部
。
百
官
奉
表
稱
賀
。
尋
又
詔
東
都
止
留
僧
二
十
人
、
諸
道
留
二
十
人
者
減
其
半
、
留
十
人
者
減
三
人
、
留
五
人
者
更
不
留
。
五
臺

僧
多
亡
奔
幽
州
。
李
德
裕
召
進
奏
官
謂
曰
、『
汝
趣
白
本
使
、
五
臺
僧
為
將
必
不
如
幽
州
將
、
為
卒
必
不
如
幽
州
卒
、
何
為
虛
取
容
納
之
名
、
染
於

人
口
。
獨
不
見
近
日
劉
從
諫
招
聚
無
算
閒
人
、
竟
有
保
益
。』〔
幽
州
節
度
使
〕
張
仲
武
乃
封
二
刀
付
居
庸
關
曰
、『
游
僧
入
境
則
斬
之
。』」
と
あ
る
。

な
お
、
幽
州
に
お
い
て
は
廃
仏
が
徹
底
し
て
行
わ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
註
（
２
）
の
拙
稿
参
照
。

（
13
） 

『
宋
高
僧
傳
』
巻
二
七
・
興
福
篇
・
唐
五
臺
山
智
頵
伝
「
未
逾
歳
載
、
宣
宗
即
位
、
勅
五
臺
諸
寺
度
僧
五
十
人
、
宣
供
衣
帔
、
山
門
再
辟
。
頵
爲

十
寺
僧
長
、
兼
山
門
都
修
造
供
養
主
。」
ま
た
、『
文
苑
英
華
』
巻
四
二
二
・
翰
林
制
詔
・
大
中
二
年
正
月
三
日
冊
尊
號
赦
書
が
こ
こ
に
い
う
勅
で

あ
る
が
、
仏
教
復
興
に
関
し
て
も
詳
細
に
記
す
。
五
臺
山
に
関
し
て
は
、「
五
臺
山
置
寺
五
所
、
如
有
見
存
寺
、
便
令
脩
飾
充
寺
、
毎
數
度
五
十
人
、

數
内
置
尼
寺
一
所
。」
と
あ
る
。

（
14
） 

こ
の
時
期
の
沙
陀
族
と
仏
教
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
中
田
美
絵
「
沙
陀
と
仏
教—

後
唐
建
国
ま
で
を
中
心
に—

」（
科
研
費
研
究
成
果
報
告
書

『
ソ
グ
ド
人
の
東
方
活
動
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
研
究
代
表
者
：
森
部
豊　

二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

（
15
） 

「
會
昌
中
、
隨
例
停
留
、
唯
誠
志
不
動
搖
。
及
大
中
、
再
崇
釋
氏
、
選
定
僧
員
。
誠
獨
為
首
矣
。
遂
乃
重
尋
佛
光
寺
。
已
從
荒
頓
。
發
心
次
第
新

成
。
美
聲
洋
洋
聞
於
帝
聽
。
飈
馳
聖
旨
雲
降
紫
衣
。
後
李
氏
奄
有
幷
門
、
遐
奉
文
殊
、
躬
遊
聖
地
。
覩
其
令
範
、
撫
手
愜
懷
、
表
聞
唐
天
子
、
相

繼
乃
賜
大
師
號
圓
相
也
、
就
加
山
門
都
檢
校
。
光
啓
三
載
、
羞
饌
命
僧
、
捨
衣
投
施
。
鐘
聲
引
衆
、
悉
至
齋
堂
、
右
脇
曲
肱
、
寂
然
長
往
。
建
塔

樹
碑
寺
之
西
北
一
里
也
。」

（
16
） 

わ
が
国
に
お
け
る
経
幢
の
研
究
と
し
て
は
、
古
く
は
松
本
文
三
郎
『
支
那
仏
教
遺
物
』（
大
鐙
閣　

一
九
一
九
年
）
で
経
幢
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
近
年
の
も
の
で
は
、『
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
經
』
に
対
す
る
関
心
か
ら
の
研
究
で
あ
る
佐
々
木
大
樹
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
幢
の
研
究
」（『
智

山
學
報
』
第
五
八
輯　

二
〇
〇
八
年
）
が
『
石
刻
史
料
新
編
』
所
掲
の
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
幢
を
網
羅
し
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
経
幢

全
般
の
研
究
と
し
て
は
、
劉
淑
芬
『
滅
罪
与
度
亡—

仏
頂
尊
勝
佗
羅
尼
経
幢
之
研
究
』（
上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

（
17
） 

『
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
經
』
の
流
行
に
関
し
て
は
、
林
韻
柔
「
唐
代
《
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
經
》
的
譯
傳
與
信
仰
」（『
法
鼓
佛
學
學
報
』
第
三
期　

二

〇
〇
八
年
）
が
詳
し
い
。
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（
18
） 

『
宋
高
僧
傳
』
巻
二
・
訳
経
篇
・
唐
五
臺
山
佛
陀
波
利
伝
は
、
同
様
の
内
容
を
記
す
が
、
志
静
の
序
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
19
） 

大
正
蔵
第
一
九
冊
・
三
四
九
頁
・
中
段
〜
下
段
。
佐
々
木
大
樹
「
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
の
研
究—

特
に
仏
陀
波
利
の
取
経
伝
説
を
中
心
と
し
て

—
」（『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
第
三
三
巻　

二
〇
〇
九
年
）
が
参
考
に
な
る
。

（
20
） 
畢
諴
に
つ
い
て
は
、『
舊
唐
書
』
巻
一
七
七
・『
新
唐
書
』
巻
一
八
三
に
立
伝
さ
れ
る
。

（
21
） 
鄭
涓
に
つ
い
て
は
、
新
舊
唐
書
に
立
伝
さ
れ
て
お
ら
ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

（
22
） 

『
雲
溪
友
議
』
巻
下
・
温
裴
黜
に
は
「
裴
郎
中
諴
、
晉
國
公
（
裴
度
）
次
子
也
。」
と
あ
る
。
な
お
、『
舊
唐
書
』
巻
一
七
〇
・
裴
度
伝
に
は
「
有

子
五
人
、
識
・
譔
・
譲
・
諗
・
議
。」
と
あ
り
、
諴
の
名
は
見
ら
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
度
の
子
ら
と
排
行
を
同
じ
く
す
る
者
で
あ
る
と
考
え
て

も
差
し
支
え
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
23
） 

『
舊
唐
書
』
巻
一
七
二
・
令
狐
楚
伝
「
父
承
簡
、
太
原
府
功
曹
。
家
世
儒
素
。
楚
兒
童
時
已
學
屬
文
、
弱
冠
應
進
士
、
貞
元
七
年
登
第
。
桂
管
觀

察
使
王
拱
愛
其
才
、
欲
以
禮
辟
召
、
懼
楚
不
從
、
乃
先
聞
奏
而
後
致
聘
。
楚
以
父
掾
太
原
、
有
庭
闈
之
戀
、
又
感
拱
厚
意
、
登
第
後
徑
往
桂
林
謝

拱
。
不
預
宴
遊
、
乞
歸
奉
養
、
即
還
太
原
、
人
皆
義
之
。
李
說
・
嚴
綬
・
鄭
儋
相
繼
鎮
太
原
、
高
其
行
義
、
皆
辟
爲
從
事
。
自
掌
書
記
至
節
度
判

官
、
歷
殿
中
侍
御
史
。
…
…
〔
大
和
〕
六
年
（
八
三
二
）
二
月
、
改
太
原
尹
・
北
都
留
守
・
河
東
節
度
等
使
。
楚
久
在
幷
州
、
練
其
風
俗
、
因
人

所
利
而
利
之
、
雖
屬
歲
旱
、
人
無
轉
徙
。
楚
始
自
書
生
、
隨
計
成
名
、
皆
在
太
原
、
實
如
故
里
。
及
是
秉
旄
作
鎮
、
邑
老
歡
迎
。
楚
綏
撫
有
方
、
軍

民
胥
悅
。
七
年
六
月
、
入
爲
吏
部
尚
書
、
仍
檢
校
右
僕
射
。」

（
24
） 

日
比
野
丈
夫
「
敦
煌
の
五
臺
山
圖
に
つ
い
て
」（『
佛
教
藝
術
』
三
四
号　

一
九
五
八
年　

の
ち
『
中
国
歴
史
地
理
研
究
』
同
朋
舎　

一
九
七
七

年
）

付　

記

本
研
究
は
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業　
「
隋
唐
「
仏
教
社
会
」
の
多
元
的
構
造
の
解
明
と
東
ア
ジ
ア
文
化
論
の
構
築
」（
研
究
課
題
番
号
１

６
Ｈ
０
３
４
９
０　

研
究
代
表
者
：
氣
賀
澤
保
規
）
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

 

（
大
谷
大
学
准
教
授　

東
洋
史
（
中
国
中
世
史
））

 

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
藩
鎮
、
廃
仏
、
石
刻


